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〇子どもの興味に寄り添い、子どもと一緒に考える保育に取り組んでいる
保育目標の一つに「良く考え 、 心身ともにたくましい子」を掲げている。職員の考えを押し付けるのではく、
子どもの興味や意見を大切に日々の保育に取り組んでいる。玩具・絵本などは子どもが自分で選び、取り
出せるように配置し、室内を棚などで分けて、じっくりと遊びに取り組める場所を設けている。子どもの主体
性を大切に、年齢で判断するのではなく、子ども一人ひとりの興味や好奇心が大きく育つように職員が働き
かけている。

〇子どもの食への興味・関心を深める様々な食育活動に取り組んでいる
子どもが楽しく落ち着いて食事をとれるように室内だけでなくウッドデッキのテラスで給食を食べたり、２歳児
は給食をお弁当箱につめて遠足ごっこを行うなど、楽しい雰囲気で食事ができるようにしている。月に１回
おやつバイキングとしておにぎりやヨーグルトにかけるソースを複数の中から子どもが自分で選ぶ機会を設
けたり、リクエストメニューとして５歳児が卒園する３月には５歳児の意見を聞いて子どもたちが食べたいメ
ニューを提供するなど食を楽しむことができるよう工夫している。

〇安心安全な環境づくりを目指し子どもの人権への配慮に努めている
安心安全に保育が行える環境作りを目標にしていることもあり、子どもの人権に関することは保育
指針の研修をはじめ、不適切保育チェックシートを活用しての職員間でのセルフチェック、子ども
の虐待に関するニュースなどがあった場合での事例検討など職員間での共有化を図っている。ま
た、子どもの人権に関する内容をカリキュラム会議でも検討し、計画書に内容を反映させるように
努めている。
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◇特に評価の高い点

〇定期的な面談の機会を設けて保護者と子どもの成長を共有することが願いたい
家庭との連携は連絡帳アプリ（コドモン）を使い、保護者からは子どもの家庭での様子を知らせてもらい、園
からも保育中の活動や個人エピソード、クラス全体の様子を伝えている。毎月発行の園だより、クラスだよ
り、給食だよりなどを発信して保育の意図や保育内容について、保護者の理解を得る機会を設けている。
保護者との個人面談に関しては２歳児と５歳児クラス以外は希望した時に行うこととなっている。今後はさら
に年１回など定期的な面談の機会を設けて保護者と子どもの成長を共有することを願いたい。

〇地域との関わりが更に持てるような機会を課題としている
地域に向けた取り組みとして、園開放や夏祭りイベントの参加、子育て相談などを実施している。みんなの
トイレや赤ちゃんの駅などでも園を通りかかった地域の親子がトイレを使用できたり、授乳・オムツ交換がで
きる場として提供し、行政の広報紙にも掲載されている。ただし、園としては地域との関わりが更に持てるよ
うにと妊婦への相談会などを行うことも検討し課題として挙げている。また、避難訓練時に近隣の地域住民
が参加できる機会の検討なども課題としている。
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改めて、園児さんを預かることに対しての責任、保護者の方のお気持ちに寄り添っているか、確認
でき、職員研修含め保護者の方のアンケートを真摯に受け止め、安心安全の保育をしていきたいで
す。
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家庭との連携は連絡帳アプリ（コドモン）を使い、保護者からは子どもの家庭での様子を知らせてもらい、園
からも保育中の活動や個人エピソード、クラス全体の様子を伝えている。毎月発行の園だより、クラスだよ
り、給食だよりなどを発信して保育の意図や保育内容について、保護者の理解を得る機会を設けている。
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